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代表的な性能特性

+1.8VチャンネルのMFR_READ_IOUTの
総合未調整誤差とACコモンモード

+60Vチャンネルの電圧検出 
入力電流と差動入力電圧

–60Vチャンネルの電圧検出 
入力電流と差動入力電圧

+1.8Vチャンネルの電圧検出 
入力電流と差動入力電圧

+60Vチャンネルの電流検出差動 
入力電流と差動入力電圧

–60Vチャンネルの電流検出差動 
入力電流と差動入力電圧

+1.8Vチャンネルの電流検出差動 
入力電流と差動入力電圧

IMONの検出入力電流と 
差動入力電圧 VOUT_EN[1:0]の出力電圧とVDD33
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ピン機能
ピン名称 ピン番号 ピンのタイプ 説明
VOUT_SNS0 A2 入力 DC/DCコンバータの差動出力電圧0の検出ピン
GNDSNS0 A1 入力 DC/DCコンバータの差動出力電圧0のグラウンド検出ピン
VOUT_EN0 C1 出力 DC/DCコンバータのイネーブル0ピン
VOUT_EN1 B1 出力 DC/DCコンバータのイネーブル1ピン
AUXFAULTB D1 出力 補助障害出力ピン。OV/UVの検出時にローになるよう設定できます。
DNC B6 接続しない 接続しないでください。このピンはフロート状態のままにしておきます。
VIN_SNS G1 入力 VINの検出入力。この電圧は、下流のDC/DCコンバータをイネーブルするタイミングおよび 

ディスエーブルするタイミングを決めるため、それぞれVINのオンとオフの電圧閾値と比較されます。
VPWR G2 入力 VPWRは、チップへの非安定化電源入力として機能します。4.5V～60Vの電源電圧を 

供給できない場合は、VPWRをVDD33に短絡して、3.3V電源からチップに直接電力を供給します。 
0.1µFのコンデンサでGNDにバイパスします。

VDD33 D2 入力／出力 VPWRに短絡すると、3.13～3.47Vの電源入力ピンとして機能します。短絡しない場合は、 
3.3Vの内部安定化電圧出力になります。内部レギュレータを使用してVDD33を供給する場合は、 
他のどのデバイスのVDD33ピンにも接続しないでください。0.1μFのコンデンサでGNDにバイパスします。

VDD33 E2 入力 内部2.5Vサブレギュレータの入力。このピンはD2と短絡します。内部レギュレータを使用して 
VDD33を供給する場合は、他のどのデバイスのVDD33ピンにも接続しないでください。

VDD25 D3 入力／出力 2.5Vの内部安定化電圧出力。0.1µFのコンデンサでGNDにバイパスします。 
他のどのデバイスのVDD25ピンにも接続しないでください。

VDD25 E3 入力 2.5V電源電圧入力。このピンはD3と短絡します。他のどのデバイスのVDD25ピンにも 
接続しないでください。

TSENSE0 F3 入力／出力 チャンネル0の外部温度の電流出力および電圧入力。最大許容容量は1 μFです。
TSENSE1 F2 入力／出力 チャンネル1の外部温度の電流出力および電圧入力。最大許容容量は1 μFです。
PWRGD G3 出力 パワーグッドのオープンドレイン出力。選択されている出力の電力が十分であることを示します。 

システムのパワーオン・リセットとして使用できます。
SHARE_CLK G4 入力／出力 双方向のクロック共有ピン。5.49kΩのプルアップ抵抗をVDD33に接続します。システム内にある 

他の全てのSHARE_CLKピンに接続します。
PG0 G5 入力／出力 チャンネル0の設定可能なオープンドレイン出力およびデジタル入力。10kΩのプルアップ抵抗を 

VDDIOに接続します。
PG1 G6 入力／出力 チャンネル1の設定可能なオープンドレイン出力およびデジタル入力。10kΩのプルアップ抵抗を 

VDDIOに接続します。
WDI/RESETB F5 入力 ウォッチドッグ・タイマーの割込み入力およびチップ・リセット入力。10kΩのプルアップ抵抗を 

VDD33に接続します。立上がりエッジでウォッチドッグ・カウンタがリセットされます。 
このピンをローに保持する時間が tRESETBより長くなると、チップはリセットされます。

FAULTB0 F6 入力／出力 オープンドレイン出力およびデジタル入力。アクティブ・ローの双方向障害インジケータ0。 
10kΩのプルアップ抵抗をVDDIOに接続します。

FAULTB1 G7 入力／出力 オープンドレイン出力およびデジタル入力。アクティブ・ローの双方向障害インジケータ1。 
10kΩのプルアップ抵抗をVDDIOに接続します。

WP F4 入力 デジタル入力。アクティブ・ハイの書込み保護入力ピン。
SDA E6 入力／出力 PMBus双方向シリアル・データ・ピン
SCL F7 入力 PMBusシリアル・クロック入力ピン（最大400kHz）
ALERTB E5 出力 オープンドレイン出力。障害／警告の状況で割込み要求を生成します。
CONTROL0 E7 入力 制御ピン0の入力
CONTROL1 D7 入力 制御ピン1の入力
VDDIO C7 入力 SHARE_CLK、ASEL[1:0]、VOUT_EN[1:0]、およびAUXFAULTB以外の全てのデジタル入力の入力閾値を 

VDDIOの約45%に設定します。1.62V～3.6Vの電源電圧を接続します。LTC2971の全てのピン 
（ただし、WDI/RESETB、SHARE_CLK、およびVOUT_EN[1:0]を除く）のプルアップ抵抗を 
このピンに接続します。これらのピンのプルアップ抵抗はVDD33に接続します。

https://www.analog.com/jp/LTC2971?doc=LTC2971.pdf
https://www.analog.com/jp/
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ピン名称 ピン番号 ピンのタイプ 説明
ASEL0 D6 入力 3値のアドレス選択ピン0の入力。VDD33またはGNDに接続するか、フロート状態にして、 

3つのロジック状態のうちの1つにエンコードします。
ASEL1 C6 入力 3値のアドレス選択ピン1の入力。VDD33またはGNDに接続するか、フロート状態にして、 

3つのロジック状態のうちの1つにエンコードします。
REFP C5 出力 リファレンス電圧出力。0.1µFのデカップリング・コンデンサをREFMに接続する必要があります。
REFM C4 出力 リファレンスの帰還ピン。0.1µFのデカップリング・コンデンサをREFPに接続する必要があります。
IOUT_SNSP0 A4 入力 DC/DCコンバータの差動（+）出力電流0の検出ピン
IOUT_SNSM0 A3 入力 DC/DCコンバータの差動（–）出力電流0の検出ピン
IOUT_SNSP1 B7 入力 DC/DCコンバータの差動（+）出力電流1の検出ピン
IOUT_SNSM1 A7 入力 DC/DCコンバータの差動（–）出力電流1の検出ピン
GND B3, B5, 

C2, C3, 
D4, D5, E4

グラウンド

VDAC0 B2 出力 DAC0の出力
VDAC1 B4 出力 DAC1の出力
IIN_SNSP F1 入力 DC/DCコンバータの差動（+）入力電流検出ピン
IIN_SNSM E1 入力 DC/DCコンバータの差動（–）入力電流検出ピン
VOUT_SNS1 A6 入力 DC/DCコンバータの差動出力電圧1の検出ピン
GNDSNS1 A5 入力 DC/DCコンバータの差動出力電圧1のグラウンド検出ピン

* 使用しないVOUT_SNSn /GNDSNSn、IOUT_SNSPn、IOUT_SNSMn、またはTSENSEnピンはGNDに接続してください。アプリケーション情報のセクションの不使用のADC検出入力を参照してください。

ピン機能

https://www.analog.com/jp/LTC2971?doc=LTC2971.pdf
https://www.analog.com/jp/
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ブロック図
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https://www.analog.com/jp/LTC2971?doc=LTC2971.pdf
https://www.analog.com/jp/
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動作
LTC2971の動作の概要
LTC2971は、PMBusでプログラマブルな電源コントローラ、
モニタ、シーケンサ、および電圧スーパーバイザで、以下の動
作を行うことができます。

• PMBus互換のプログラミング・コマンドを受け付けます。

• DC/DCコンバータの入力電圧、出力電圧、出力電流、出
力温度 、およびLTC2971の内部温度の読出しをPMBus

インターフェースを介して実行します。

• DC/DCコンバータのIMONピンまたはDCR検出ネット
ワークに直接接続して、出力電流の遠隔測定値を読み出
します。

• トリム・ピンで出力電圧を設定するDC/DCコンバータ、ま
たは外付け抵抗の帰還ネットワークを使用して出力電圧
を設定するDC/DCコンバータの出力を制御します。

• PMBusのプログラミング入力ピンとCONTROL入力ピン
を介してDC/DCコンバータの起動シーケンスを制御し
ます。LTC2971は、時間ベースのシーケンス制御とトラッ
キング・シーケンス制御をサポートします。また、カスケー
ド・シーケンスをオンにして時間ベースのシーケンスをオ
フにする方式もサポートされています。

• クローズドループのサーボ動作モード、自律式、PMBus

でのプログラミングのいずれかの方法により、DC/DCコン
バータの出力電圧を（代表値では0.02%刻みで）トリミン
グします。

• DC/DCコンバータの出力電圧を、PMBusでプログラムし
たリミットまでマージニングします。

• マージンDACへの直接アクセスにより、DC/DCコンバー
タの出力電圧をトリミングまたはマージニングします。

• DC/DCコンバータの入力電圧、出力電圧、およびインダク
タ温度が、PMBusでプログラムした制限値に対して過大
または過小な状態かどうか監視して、該当する障害情報
や警告を生成します。

• 独自のアルゴリズムを使用してインダクタの自己発熱の
過渡状態を的確に処理します。この自己発熱の影響と外

部温度センサーの読出し値を組み合わせて、ADCの電
流測定精度を向上します。

• 動作を無期限に継続、プログラマブルなデグリッチ期間
後にラッチオフ、直ちにラッチオフ、TOFF_DELAY経過
後にシーケンス制御をオフのいずれかを行うことにより、
障害状態に応答します。再試行モードを使用することで、
ラッチオフ状態から自動的に回復します。再試行を有効
にした場合は、MFR_RETRY_COUNTによって再試行
回数（0～6または無制限）が両方のページにプログラム
されます。

• DC/DCコンバータの出力電圧が初期マージンまたは公
称目標値に達したら、出力電圧のトリミングをオプション
で停止します。目標値がVOUTの警告リミットから外れた
場合は、必要に応じてトリミングを再開できます。

• PMBusのプログラミングにより、コマンド・レジスタの内容
をEEPROMに格納して、CRCとECCを実行します。

• PMBusのプログラミングによってEEPROMの内容を再生
するか、電源投入時にVDD33を印加してEEPROMの内
容を再生します。

• サポートされているPMBus障害および警告に応じて
ALERTBピンをアサートすることにより、割込み要求を生
成します。

• LTC2971のFAULTB0ピンとFAULTB1ピンに接続されて
いる全てのDC/DCコンバータに対して、システム全体に
わたって障害応答を調整します。

• POWER GOODステータスをPG0ピンおよびPG1ピンを
介してチャンネルごとに伝搬するか、これらのピンを汎用
入出力として設定します。

• SHARE_CLKピンを使用して、複数のデバイスのシーケ
ンス制御遅延やシャットダウンを同期させます。

• コマンド・レジスタに対するソフトウェアおよびハードウェ
アによる書込みを保護します。

• 監視対象のDC/DCコンバータを、出力過電圧障害およ
び低電圧障害に応じてディスエーブルします。

• 遠隔測定とステータスのデータを、障害によるオフ状態
に応じてEEPROMに記録します。

• プログラマブルなウォッチドッグ・タイマーを使用して外
部マイクロコントローラの動作が停止条件に該当するか
監視し、必要に応じてリセットします。

https://www.analog.com/jp/LTC2971?doc=LTC2971.pdf
https://www.analog.com/jp/
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動作
• 電源の再投入後、プログラマブルな時間間隔（MFR_

RESTART_DELAY）が経過して、DC/DCコンバータの
出力電圧がプログラマブルな閾値電圧（MFR_VOUT_

DISCHARGE_THRESHOLD）より低くなるまで、DC/DC

コンバータがオン状態に再移行しないようにします。

• ハイサイドの入力電流、入力電圧、入力電力、および積算
入力電力量を読み出します。

• 入力電圧、入力電流、入力電力、出力電圧、出力電流、お
よび出力温度の最小値と最大値を記録します。

• RAM領域（Mfr_ee_unlock、Mfr_ee_erase、Mfr_ee_data）
を変更せずに、ユーザのEEPROMデータに直接アクセス
します。社内での一括プログラミングが容易になります。

• Command Plusを使用して複数のホストに対応します。

EEPROM

LTC2971は誤り訂正符号（ECC）機能を備えたEEPROM

（不揮発性メモリ）を内蔵しており、構成設定と障害ログ情
報を格納します。EEPROMの書き換え回数、データ保持期
間、および一括書込み動作時間は、動作温度範囲全体にわ
たって仕様規定されています。電気的特性と絶対最大定格
のセクションを参照してください。

読出し動作を-40°C～125°Cの範囲内で行えば、EEPROM

は劣化しません。85°Cを超える温度での書込み動作は可能
ですが、データ保持特性は劣化します。85°Cより高い温度
では、EEPROMに書き込まないことを推奨します。障害ログ
機能は、高温で発生する場合があるシステム問題のデバッ
グに役立ちますが、書込み先は障害ログのEEPROM領域
に限定されます。これらのレジスタへの不定期の書込みが
85°Cより高い温度で行われた場合、障害ログのデータ保持
特性はわずかに劣化しますが、それによってこの機能の有
用性がなくなることはありません。

125°Cを超える温度でのEEPROMのデータ保持特性の劣
化は、次式を使用して無次元の加速係数を計算することに
よって概算できます。

 
AF = e
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1
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ここで、

 AF = 加速係数
 Ea = 活性化エネルギー = 1.4eV

 k = 8.617 • 10–5 eV/°K
 TUSE = 125°Cの規定ジャンクション温度
 TSTRESS = 実際のジャンクション温度（°C）
例：130°Cのジャンクション温度で10時間動作させた場合の
データ保持期間への影響を計算します。

 TSTRESS = 130°C
 TUSE = 125°C
 AF = 1.66

125°Cでの等価動作時間 = 16.6時間。

したがって、EEPROMの全データ保持時間は、ジャンクショ
ン温度130°Cで10時間動作させると、結果として更に6.6時
間短くなります。ただし、EEPROMの全データ保持期間定格
はジャンクション温度が125°Cのとき87,600時間であり、こ
の値と比較すると、オーバーストレスの影響は無視できます。

AUXFAULTB

MFR_CONFIG2_LTC2971コマンドとMFR_CONFIG3_

LTC2971コマンドをチャンネルごとに使 用して、
AUXFAULTBピンがローになる障害条件を選択できます
（条件が存在する場合）。AUXFAULTBピンに伝搬できる
障害の種類は、過電圧／低電圧障害に限られます。

RESETB

WDI/RESETBピンをローに保持する時間をtRESETBより長
くすると、LTC2971はパワーオン・リセット状態に移行しま
す。パワーオン・リセット状態の間、デバイスはI2Cバス上で
は通信しません。LTC2971は、WDI/RESETBピンでの次
の立上がりエッジの後、EEPROMに格納されているユーザ
設定に従って電源投入シーケンスを実行します。10kの抵
抗を使用して、WDI/RESETBをVDD33に接続します。WDI/

RESETBピンには256μsのデグリッチ・フィルタが内蔵されて
いるので、このピンにフィルタ容量を追加するのは推奨され
ません。

https://www.analog.com/jp/LTC2971?doc=LTC2971.pdf
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動作
VDDIO

VDDIOピンでは、SDA、SCL、ALERTB、PWRGD、FAULTB 

[1:0]、CONTROL[1:0]、PG[1:0]、WDI/RESETB、およびWP

ピンの入力閾値を規定することにより、低電圧のデジタル・
コミュニケーションが可能になります。VDDIOピンの内部抵
抗分圧器により、内部の閾値電圧はVDDIOピンの電圧の約
45%に設定されます。VOUT_EN[1:0]、AUXFAULTB、およ
びSHARE_CLKピンは、VDDIOピンの電圧には影響されま
せん。また、必ずVDD33にプルアップしてください。

PMBusシリアル・デジタル・インターフェース
LTC2971は、標準のPMBusシリアル・バス・インターフェース
を使用してホスト（マスタ）と通信します。バス上の信号のタ
イミング関係をPMBusのタイミング図に示します。バスを使
用しない場合は、2本のバスライン（SDAとSCL）をハイにす
る必要があります。これらのラインには外付けのプルアップ
抵抗または電流源が必要です。

LTC2971はスレーブ・デバイスです。マスタは以下のフォー
マットでLTC2971と通信できます。

• マスタ・トランスミッタ、スレーブ・レシーバー

• マスタ・レシーバー、スレーブ・トランスミッタ

以下のSMBusコマンドがサポートされています。

• バイト書込み、ワード書込み、バイト送信

• バイト読出し、ワード読出し、ブロック読出し

• アラート応答アドレス

前述のSMBusプロトコルを図1～13に示します。全てのトラ
ンザクションがPEC（パケット・エラー・チェック）とGCP（グ
ループ・コマンド・プロトコル）に対応しています。ブロック読
出しは、255バイトの戻りデータに対応しています。したがっ
て、Mfr_config_all_longer_pmbus_timeoutの設定を使用し
てSMBusタイムアウトを延長することができます。

PMBus

PMBusは電力変換デバイスとの通信方法を定義する業界
標準です。業界標準のSMBusシリアル・インターフェースと
PMBusコマンド言語で構成されています。

PMBus 2線インターフェースはSMBusの拡張版です。
SMBusは、I2Cを基盤として構築され、両者の間にはタイミン
グ、DCパラメータ、プロトコルにいくつかのわずかな差異が

存在します。SMBusプロトコルは、バスのハングアップを防ぐ
タイムアウトと、データの完全性を確保するオプションのパ
ケット・エラー・チェック（PEC）機能を備えているため、シン
プルなI2Cのバイト・コマンドより堅牢です。通常、I2C通信用
に構成できるマスタ・デバイスは、ハードウェアまたはファー
ムウェアにわずかな変更を加えるか、まったく変更することな
くPMBus通信に使用できます。

PMBusで適用されたSMBusに対する軽微な拡張や例外に
ついては、PMBus Specification Part 1 Revision 1.1のSection 

5: Transportを参照してください。参照先は次のとおりです。

 www.pmbus.org.

SMBusとI2Cの相違点については、System Management 

Bus (SMBus) Specification Version 2.0のAppendix B – 

Differences Between SMBus and I2Cを参照してください。参
照先は次のとおりです。

 www.smbus.org.

I2Cコントローラを使用してPMBus部と通信する場合は、コ
ントローラが停止信号を生成せずに、1バイトのデータを書
き込むことができることが重要です。この書込みができると、
コントローラは、開始コマンドのバイト書込みとI2Cによる読
出しを連結することにより、PMBus読出しコマンドの反復開
始を適切に設定できます。

デバイス・アドレス
LTC2971のI2C/SMBusアドレスは、ベース・アドレス＋Nと等
しく、Nは0～8までの数です。Nを設定するには、ASEL0ピ
ンとASEL1ピンをVDD33、GND、またはフロートに設定しま
す。表1を参照してください。1つのベース・アドレスと9つのN

の値を使用すると、9つのLTC2971を互いに接続して、18の
出力を制御できます。ベース・アドレスはMFR_I2C_BASE_

ADDRESSレジスタに格納されます。ベース・アドレスには任
意の値を書き込むことができますが、目的の範囲のアドレス
が既存のアドレスと重複しない限り、通常は変更しないよう
にします。アドレスの範囲が他のI2C/SMBusデバイス・アドレ
スまたはグローバル・アドレス（I2C/SMBusのマルチプレクサ
やバス・バッファを含む）と重複していないことを確認してく
ださい。こうしておけば十分な安心感が得られます。

LTC2971は、ASELピンとMFR_I2C_BASE_ADDRESSレジ
スタの状態に関係なく、グローバル・アドレスとSMBus Alert 

Responseアドレスに常に応答します。

https://www.analog.com/jp/LTC2971?doc=LTC2971.pdf
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動作

EEPROM関連のコマンド
コマンド 遅延の代表値 * 注釈
STORE_USER_ALL tMASS_WRITE 電気的特性の表を参照してください。LTC2971は、レジスタの内容をEEPROMに転送しているときは、 

どのコマンドも受け付けません。このコマンド・バイトにはNACKが返されます。MFR_COMMONは 
常に読み出すことができます。

RESTORE_USER_ALL 30ms LTC2971は、EEPROMのデータをコマンド・レジスタに転送しているときは、どのコマンドも 
受け付けません。このコマンド・バイトにはNACKが返されます。MFR_COMMONは常に読み出すことが 
できます。

MFR_FAULT_LOG_CLEAR 175ms LTC2971は、障害ログのEEPROM領域を初期化しているときは、どのコマンドも受け付けません。 
このコマンド・バイトにはNACKが返されます。MFR_COMMONは常に読み出すことができます。

MFR_FAULT_LOG_STORE 20ms LTC2971は、障害ログのRAMバッファをEEPROM領域に転送しているときは、どのコマンドも 
受け付けません。このコマンド・バイトにはNACKが返されます。MFR_COMMONは常に読み出すことが 
できます。

内部障害ログ 20ms 内部障害ログ・イベントは、障害に応じて障害ログの内容をEEPROMにアップロードする1回限りの 
イベントです。内部障害ログはディスエーブルしてかまいません。このEEPROMへの書込み中に 
受け取ったコマンドに対してはNACKが返されます。MFR_COMMONは常に読み出すことができます。

MFR_FAULT_LOG_RESTORE 2ms LTC2971は、EEPROMのデータを障害ログのRAMバッファに転送しているときは、どのコマンドも 
受け付けません。このコマンド・バイトにはNACKが返されます。MFR_COMMONは常に読み出すことが 
できます。

*遅延の代表値は、コマンドの停止から次のコマンドの開始までの時間が測定されます。

その他のコマンド
コマンド 遅延の代表値 * 注釈
MFR_CONFIG <50µs LTC2971は、このコマンドを実行しているときは、どのコマンドも受け付けません。 

このコマンド・バイトにはNACKが返されます。MFR_COMMONは常に読み出すことができます。
IOUT_CAL_GAINおよび
IOUT_CAL_OFFSET

<500µs LTC2971は、このコマンドを実行しているときは、どのコマンドも受け付けません。 
このコマンド・バイトにはNACKが返されます。MFR_COMMONは常に読み出すことができます。

*遅延は、コマンドの停止から次のコマンドの開始までの時間が測定されます。

PMBusのタイミングに関するその他の注意事項
コマンド 注釈
CLEAR_FAULTS LTC2971は、このコマンドを実行しているときはコマンドを受け付けますが、対象となるステータス・フラグは 

最大500µsにわたってクリアされません。

処理コマンド
LTC2971は、全てのコマンドに対して迅速に応答するため
に、専用の処理ブロックを使用します。数少ない例外とし
て、デバイスが直前のコマンドを引き続き処理しているた
めに、その後のコマンドに対してNACKを返すことはありま

す。これらについては、以下の表にまとめてあります。MFR_

COMMONは、デバイスがビジーでも必ず読み出すことがで
きる特殊なコマンドです。この方法により、ホストはLTC2971

が処理中かどうかを判定できます。
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表1. MFR_I2C_BASE_ADDRESSを7ビットの0x5Cに設定したLTC2971のアドレス・ルックアップ・
テーブル

アドレス・ピン 説明
16進数のデバイス・

アドレス 2進数のデバイス・アドレス
ASEL1 ASEL0 7-Bit 8-Bit 6 5 4 3 2 1 0 R/W

X X アラート応答 0C 19 0 0 0 1 1 0 0 1

X X グローバル 5B B6 1 0 1 1 0 1 1 0

L L N = 0 5C* B8 1 0 1 1 1 0 0 0

L NC N = 1 5D BA 1 0 1 1 1 0 1 0

L H N = 2 5E BC 1 0 1 1 1 1 0 0

NC L N = 3 5F BE 1 0 1 1 1 1 1 0

NC NC N = 4 60 C0 1 1 0 0 0 0 0 0

NC H N = 5 61 C2 1 1 0 0 0 0 1 0

H L N = 6 62 C4 1 1 0 0 0 1 0 0

H NC N = 7 63 C6 1 1 0 0 0 1 1 0

H H N = 8 64 C8 1 1 0 0 1 0 0 0
H = VDD33に接続、NC = 接続しない = オープンまたはフロート、L = GNDに接続、X = ドント・ケア 
*MFR_I2C_BASE_ADDRESS = 7ビットの0x5C（工場出荷時のデフォルト値）

動作

SLAVE ADDRESS COMMAND CODE DATA BYTEWr A A A P
2971 F02

S

7 8 81 1 1 1 11

SLAVE ADDRESS COMMAND CODE DATA BYTE LOWWr A A A P
2971 F03

S

7 8 8 1

DATA BYTE HIGH

81 1 1 1 11

A

SLAVE ADDRESS COMMAND CODE DATA BYTEWr A A A P
2971 F04

S

7 8 8 1

PEC

81 1 1 1 11

A

図1. PMBusパケット・プロトコル図の凡例

図2. ワード書込みプロトコル バイト書込みプロトコル

図3. バイト書込みプロトコル 

2971 F01

S START CONDITION

Sr REPEATED START CONDITION 

Rd READ (BIT VALUE OF 1) 

Wr WRITE (BIT VALUE OF 0) 

A NOT ACKNOWLEDGE (HIGH)

A ACKNOWLEDGE (LOW)

P STOP CONDITION

PEC PACKET ERROR CODE

 MASTER TO SLAVE

 SLAVE TO MASTER

 CONTINUATION OF PROTOCOL ...

図4. PEC付きバイト書込みプロトコル 
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